
令和４年度の政策・予算に関する三重県知事への要望  

三重県商工会議所連合会 
三重県商工会議所連合会（会長 種橋潤治）は、令和３年１１月５日（金）三重県へ令

和４年度の政策・予算に関する要望を行いました。 
当連合会からは県内の商工会議所の会頭・専務理事、１６名が出席、三重県側は一見勝

之知事をはじめ、島上雇用経済部長他関係部局から１３名が出席し、種橋会長が一見知事

に要望書を手渡しました。 

種橋会長は、県が感染防止対策と地域経済の再

生等に尽力していただいていることに感謝を示すとともに、コロナ禍にあって、『事業と雇

用を守る』そして『ポストコロナを見据えた挑戦』という観点から、令和 4 年度の政策・

予算に関して要望するとし、コロナ対策の柱は「感染拡大防止と経済活動の両立を図る」

ことが重要で、着実なワクチン接種と経済的苦境にある中小企業への強力な支援、コロナ

収束が見通せる段階での観光や飲食における思い切った消費喚起策を進めてほしい」と述

べた。 
さらに、「ポストコロナを見据え、中小企業のビジネスモデルの転換やＤＸの推進、社会

経済にとって大きな転換となる 2050 年のカーボンニュートラル実現に向けての取組支援」

「コロナ禍での商工会議所の小規模事業者等への支援体制の充実、強靭な県土づくりに資

するインフラ整備の推進」などの要望を行った。 
その後、一見知事から、コロナの検査体制や医療体制の充実を図ることや事業者支援に

もしっかり取り組んでいく等、きめ細かなコメントが述べられました。 

▲一見知事へ要望書を手渡す種橋会長 

▲ 一見知事と撮影 


